
　岩手県 軽米町議会

議会だより議会だより

令和令和５５年年 1010 月月 2525 日発行日発行

№№ 235235　

今回の表紙は今回の表紙は
　

花のまち軽米こども園運動会花のまち軽米こども園運動会

　９月８日の花のまち軽米こど９月８日の花のまち軽米こど
も園「親子ふれあい運動会」はも園「親子ふれあい運動会」は
天候に恵まれた中で開催となり天候に恵まれた中で開催となり
ました。日頃の練習の成果を発ました。日頃の練習の成果を発
揮して、お父さんやお母さんと揮して、お父さんやお母さんと
協力して親子競技を行うことに協力して親子競技を行うことに
より親子の絆が更に深まったよより親子の絆が更に深まったよ
うに感じました。うに感じました。

☞　☞　９月定例会　９月定例会　一般質問に６人登壇一般質問に６人登壇

☞　☞　９月定例会　９月定例会　９月定例会採決結果９月定例会採決結果

☞　☞　インタビューインタビュー「かるまい町に住んでみて」「かるまい町に住んでみて」

主な内容主な内容

☞☞　軽米中央公民館に軽米中央公民館に
　　　　　　　議論が集中　　　　　　　議論が集中
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Point９月定例会
　　  ここが

ぎかいの視点

施設の廃止、今後の活用は？

　かるまい文化交流センターの開館を前
に、青少年ホームと軽米中央公民館を廃
止する条例が提案され可決された。
　青少年ホームは、青年会活動やスポー
ツ合宿等に多くの方々に使用されてき
た。最近ではピヨピヨ広場での使用に限
られていた。
　軽米中央公民館は、町の芸術文化の殿
堂として昭和 37 年から多種多様に使用
された。寂しい限りだが、時代の流れで
致し方ない。
　青少年ホーム、公民館ともに今後建物
をどうするか、説明がない状況である。
町内全体の空き家とともに町資産の遊休
施設も手つかずの状況である。施設を廃
止するときには、解体するのか、ほかの
活用があるのか、将来的な方向性も含め
て事業の執行に努めてほしい。

Q
軽
米
中
央
公
民
館
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軽
米
公
民
館

の
廃
止
理
由
を
教
え
て
ほ
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い
。
ま

た
今
後
の
社
会
教
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に
つ
い
て
ど
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よ
う
な
議
論
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さ
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の
か
。
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か
る
ま
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的
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活
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市
町
村
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設
置
し
た
公
民

館
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運
営
方
針
は
、
営
利
を
目
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と

し
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事
業
を
行
う
こ
と
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一
部
制
限
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今
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能
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米
地
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公
民
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と
し
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続
し

て
、
地
域
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人
た
ち
が
自
主
管
理
す

る
体
制
づ
く
り
を
し
て
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と
が
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で
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い
か
。

A
中
央
公
民
館
は
昭
和
37
年
に
建
設

し
て
老
朽
化
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懸
念
や
安
全
性
を
考

慮
し
て
、
か
る
ま
い
文
化
交
流
セ
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タ
ー
を
建
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し
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と
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も
あ
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。

今
後
も
公
民
館
と
し
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利
用
す
る
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か
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新
た
な
活
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法
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か

は
検
討
し
た
い
。

青少年ホーム青少年ホーム 軽米中央公民館内の様子軽米中央公民館内の様子

　

９
月
定
例
会
（
第
４
回
定
例
会
）
は
、
９
月
１
日

か
ら
９
月
15
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
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和
４
年
度
一
般
会
計
と
特
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会
計
、
水
道
事
業
会

計
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し
ま
し
た
。
他
に
固
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資
産
評
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査
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育
委
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任
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件
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補
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改
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し
ま
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。

　

今
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９
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会
の
ポ
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ト
で
は
、
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別
委

員
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特
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話
題
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な
っ
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第
３
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軽
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町
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公
民
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置
及
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中
し
ま
し
た
。
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令和４年度決算

暮らしと
　　　福祉

ぎかいの視点

安心・安全な町民バスの運行

　町民バス利用者が減少していると聞
く。今後は大型車でなくても小回りの
利く、安心・安全なバスを考えてみる
ことが必要だと思う。
　孤独死を耳にするため、安否確認の
効果もある手渡し弁当事業は、今後も
続けていくことが重要だと考える。

緊急通報装置の整備

2,207万円町民バス運行業務委託

164万円

　　町民バスや定期バスを利用する人が　　町民バスや定期バスを利用する人が

少ないと感じている。この状態が続けば少ないと感じている。この状態が続けば

定期バスが無くなると危惧している。定期バスが無くなると危惧している。

問

　　　　今年度のかるまい文化交流センター今年度のかるまい文化交流センター

の開館に併せてバスターミナルを集約すの開館に併せてバスターミナルを集約す

るということで考えている。すべてのバるということで考えている。すべてのバ

スが経由または停車をするため、利便性スが経由または停車をするため、利便性

の向上につながる。また中高生の利用もの向上につながる。また中高生の利用も

期待できる。期待できる。

答

　　一人暮らしの方から連絡するだけで　　一人暮らしの方から連絡するだけで

はなく、安否確認を定期的に行うことははなく、安否確認を定期的に行うことは

しているのか。しているのか。

問

　　　　設置者に対して、受信センターから設置者に対して、受信センターから

月１回以上安否確認の連絡が行われてい月１回以上安否確認の連絡が行われてい

る。また高齢者見守り事業として食の自る。また高齢者見守り事業として食の自

立支援事業があり、安否確認ということ立支援事業があり、安否確認ということ

で直接お弁当を手渡しする事業もある。で直接お弁当を手渡しする事業もある。

答

花いっぱい運動の展開

　　軽米に来ればきれいな花がたくさん　　軽米に来ればきれいな花がたくさん

咲いていると来町者が感じられるよう咲いていると来町者が感じられるよう

に、町民の自治会活動の意識を高めるよに、町民の自治会活動の意識を高めるよ

うな仕掛けを作ってみてはどうか。うな仕掛けを作ってみてはどうか。

問

　　　　３年前から小さな花壇いっぱい運動３年前から小さな花壇いっぱい運動

というものを実施している。秋にチューというものを実施している。秋にチュー

リップの球根を町民の方や団体に配ってリップの球根を町民の方や団体に配って

小さな花壇でも花いっぱい運動ができる小さな花壇でも花いっぱい運動ができる

ようにしており、コンクールに対するようにしており、コンクールに対する

ハードルを下げるなどしている。ハードルを下げるなどしている。

答

※町内の空き家ではございません※町内の空き家ではございません

21万円

　　何人でゴミ収集を行っているのか。　　何人でゴミ収集を行っているのか。

またストック場所はどこなのか。またストック場所はどこなのか。

問

　　　　収集員２名がトラック１台で行って収集員２名がトラック１台で行って

いる。町内全域を収集の後、ストックすいる。町内全域を収集の後、ストックす

ることなく二戸地区クリーンセンターへることなく二戸地区クリーンセンターへ

運搬する車両に積み替えて廃棄をしてい運搬する車両に積み替えて廃棄をしてい

る。る。

答

結婚新生活支援事業補助金111万円

　　空家等活用推進補助金との併用は可　　空家等活用推進補助金との併用は可

能か。また婚姻届をいつまでに提出した能か。また婚姻届をいつまでに提出した

方が対象となっているのか。方が対象となっているのか。

問

　　　　空家等活用推進補助金、若者・移住空家等活用推進補助金、若者・移住

者空き家住宅取得事業費補助金との併用者空き家住宅取得事業費補助金との併用

は可能となっている。また結婚新生活支は可能となっている。また結婚新生活支

援事業補助金の対象は令和４年度は令和援事業補助金の対象は令和４年度は令和

４年１月 1 日以降に婚姻届を提出した４年１月 1 日以降に婚姻届を提出した

方で、令和４年度末までの期間で該当す方で、令和４年度末までの期間で該当す

る費用が生じた場合に支給している。る費用が生じた場合に支給している。

答

かるまい文化交流センターバスターミナルかるまい文化交流センターバスターミナル
花いっぱいコンクールを実施して町民

と一体となって花にあふれるまちづくり
の推進に努めるとともに、住民の環境美
化意識の高揚に努めた。

98万円

在宅の一人暮らし高齢者等の自宅に緊
急通報装置を設置して、緊急時の連絡体
制や安全の確保に努めた。

高齢者ごみ出し支援事業で収集したゴミを高齢者ごみ出し支援事業で収集したゴミを
軽米地区クリーンセンター行き運搬車両へ積み替え軽米地区クリーンセンター行き運搬車両へ積み替え

防災センター前の花壇防災センター前の花壇

高齢者の日常生活の負担を軽減するた
め、ゴミを戸別収集する。

町民バスを運行することで、住民の移
動手段の確保とバスの効率的な運行によ
り、住民の利便性の向上に寄与した。

婚姻に伴う新生活を支援することによ
り、地域における少子化対策の強化に資
することを目的に、新規に婚姻した世帯
に対して住居費や引っ越し費用の一部を
助成した。

高齢者ごみ出し支援事業

高齢者の安否確認

ごみの戸別収集

環境美化意識を高める

宇漢米館にバスを集約

対象者に住居費用を助成
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ぎかいの視点

地域コミュニケーションと人口減少

　産業振興は地域活性化と人口減少に
大きな関係があるものと考えられる。
　地場産業に前例やこだわりなく支援
をしていくことが重要であると考えら
れる。

雪谷川ダムフォリストパーク・軽米管理運営費

　　観光客の中で、トイレに関しての問　　観光客の中で、トイレに関しての問

い合わせが多いようであるが、手入れがい合わせが多いようであるが、手入れが

行き届いているのか。行き届いているのか。

問

　　　　フォリストパークのトイレが故障しフォリストパークのトイレが故障し

ており使えない状況である。出来る限りており使えない状況である。出来る限り

の修繕で対応しているが、今後は財源をの修繕で対応しているが、今後は財源を

確保して改修等を目指したい。確保して改修等を目指したい。

答

かるまいブランド販売促進支援事業110万円
　　軽米の商品は目玉となるものが多い　　軽米の商品は目玉となるものが多い

と思うが販路が難しい。開発者が今後にと思うが販路が難しい。開発者が今後に

つながるような PR が必要ではないか。つながるような PR が必要ではないか。

問

　　　　従来の認証者の中で継続しないとい従来の認証者の中で継続しないとい

うものも出てきている。認証されたことうものも出てきている。認証されたこと

により販路拡大に結び付く PR を目指しにより販路拡大に結び付く PR を目指し

ていきたい。ていきたい。

答

かるまいブランドかるまいブランド

農業資材価格高騰等対策支援金 5,660万円

　　今年は資材の他に電気や燃料費も上　　今年は資材の他に電気や燃料費も上

がっているが、今年は事業を実施しないがっているが、今年は事業を実施しない

のか。のか。

問

　　　　昨年度は支援金の財源がコロナ交付昨年度は支援金の財源がコロナ交付

金であった。交付金額は令和３年の農業金であった。交付金額は令和３年の農業

販売金額によって段階的に設定して支販売金額によって段階的に設定して支

払った。今年度は現在のところ行う予定払った。今年度は現在のところ行う予定

はない。はない。

答
鳥獣被害防止対策事業

　　鳥獣被害防止対策の電気柵設置補助　　鳥獣被害防止対策の電気柵設置補助

金は１件あたり半額補助で最高 10 万円金は１件あたり半額補助で最高 10 万円

までだが、上限を上げれば使う人が増えまでだが、上限を上げれば使う人が増え

ると思う。被害状況を確認して補助率をると思う。被害状況を確認して補助率を

上げてほしい。上げてほしい。

問

　　　　鳥獣被害が増えていることは認識し鳥獣被害が増えていることは認識し

ている。町単の補助事業の内容、詳細なている。町単の補助事業の内容、詳細な

国庫補助事業の対象や内容等をお知らせ国庫補助事業の対象や内容等をお知らせ

版を利用して全戸に周知する。町として版を利用して全戸に周知する。町として

どのような支援ができるのか引き続き検どのような支援ができるのか引き続き検

討していきたい。討していきたい。

答

農業用マルチシート農業用マルチシート

産業振興

988万円
施設開所当初から（株）軽米町産業開
発に施設管理を委託しており、適正管理
と来客者へのサービス向上に努めた。

　　アジサイの整備が本格化している　　アジサイの整備が本格化している

が、整備したことにより、入場者や利用が、整備したことにより、入場者や利用

者はどれだけ増えたのか。者はどれだけ増えたのか。

問

　　　　令和３年度からアジサイ整備を本格令和３年度からアジサイ整備を本格

化してきた。今年はかなりの範囲で花が化してきた。今年はかなりの範囲で花が

付くようになり見ごたえがある。また付くようになり見ごたえがある。また

入場者数については把握していないが、入場者数については把握していないが、

PR はしているので問い合わせが増えてPR はしているので問い合わせが増えて

きている状況である。きている状況である。

答

雪谷川ダムフォリストパーク・軽米のアジサイ雪谷川ダムフォリストパーク・軽米のアジサイ

プレミアム付き商品券発行事業 3,000万円

※町内のイノシシではございません※町内のイノシシではございません

原油価格高騰等の影響を受けている農
業者に対して、令和３年の申告における
販売金額に応じて支援した。

令和３年の農業販売金額 交付額 補助件数
50 万円未満 ２万円 105 件

50 万円以上 100 万円未満 ５万円 52 件
100 万円以上 300 万円未満 10 万円 84 件
300 万円以上 800 万円未満 20 万円 99 件

800 万円以上 30 万円 79 件

　　夏はお盆前、冬は正月前に商店街の　　夏はお盆前、冬は正月前に商店街の

盛り上がりを手助けするということで発盛り上がりを手助けするということで発

行したと思っていたが今年は９月から販行したと思っていたが今年は９月から販

売を始めた。当初の目的と主旨が変わっ売を始めた。当初の目的と主旨が変わっ

たのか。たのか。

問

　　　　商品券発行の準備に取り掛かろうと商品券発行の準備に取り掛かろうと

したところで、コロナ関連の交付金情報したところで、コロナ関連の交付金情報

があったため６月補正予算措置をしてプがあったため６月補正予算措置をしてプ

レミアム 20％の商品券を今年度も発行レミアム 20％の商品券を今年度も発行

することとした。商工会ですぐに発行準することとした。商工会ですぐに発行準

備に取り掛かったが、商品券の印刷等で備に取り掛かったが、商品券の印刷等で

早くても 8 月末か９月でないと商品券早くても 8 月末か９月でないと商品券

ができあがらない状況であった。ができあがらない状況であった。

答

プレミアム２０％として、商品券を発
行して町内の消費喚起に努めた。 電気柵の上限を見直す必要がある

農業資材高騰による支援が必要

販路拡大に結び付く PR

商品券発行に時間を要する

トイレの水洗化へ

チューリップに継ぐ目玉
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道路・消防
ぎかいの視点

通学路の安全性を確保

　歩道の勾配が急な所は、透水性舗装
にすることで滑りづらく雪が早く融け
るため、検討していくことが必要だと
考えられる。
　町では狭く危険な通学路が多くある
ため、通学路には歩道が必要不可欠で
ある。また町道は中央線だけでも良い
ので白線を引くことが重要であると考
えられる。

住宅管理費 150万円

　　現在整備している萩田２号団地住宅　　現在整備している萩田２号団地住宅

と町長が公約等でも話している若者定住と町長が公約等でも話している若者定住

住宅を建設した場合の入居条件は違うも住宅を建設した場合の入居条件は違うも

のか。のか。

問

　　　　町長が考えている若者定住住宅は入町長が考えている若者定住住宅は入

居条件を緩和して、若い方やご夫婦、近居条件を緩和して、若い方やご夫婦、近

隣市町村の若者の入居を想定しているも隣市町村の若者の入居を想定しているも

のである。具体的な場所についてはまだのである。具体的な場所についてはまだ

決まっていない。決まっていない。

答

消防演習消防演習

　　町消防団員の定数が 502 名という　　町消防団員の定数が 502 名という

ことだが人口が減っても区域は小さくなことだが人口が減っても区域は小さくな

らない。団員確保で一番弊害になっていらない。団員確保で一番弊害になってい

ることはどのような部分なのか。ることはどのような部分なのか。

問

　　　　消防団員の確保は人口減少に伴い消防団員の確保は人口減少に伴い

年々難しくなっている。核家族化の進展年々難しくなっている。核家族化の進展

が要因であると考えられる。また地域のが要因であると考えられる。また地域の

活動より個人の生活が重視されるような活動より個人の生活が重視されるような

生活様式や仕事を町外に持っている方の生活様式や仕事を町外に持っている方の

増加が原因だと考えられる。増加が原因だと考えられる。

答

パレードの様子パレードの様子

　　予備消防団というのを岩手県内でや　　予備消防団というのを岩手県内でや

り始めているところがある。火災があっり始めているところがある。火災があっ

た際は消防団 OB の人たちが先に出動た際は消防団 OB の人たちが先に出動

してもらい消火活動をしている地域が何してもらい消火活動をしている地域が何

件かあるようだが、検討してはどうか。件かあるようだが、検討してはどうか。

問

　　　　県内のいくつかの市町村は予備消防県内のいくつかの市町村は予備消防

団を採用しているような状況は認識して団を採用しているような状況は認識して

いる。これから消防団と様々な話し合いいる。これから消防団と様々な話し合い

を重ねて予備消防団という有効な方法をを重ねて予備消防団という有効な方法を

検討していきたい。検討していきたい。

答

萩田２号団地住宅萩田２号団地住宅

町民が町内の施工業者に依頼して行う
住宅リフォームを奨励することにより、
居住環境の向上及び町内の商工業等の活
性化を図った。

　　B&G 前の町道を通学の時間帯は通　　B&G 前の町道を通学の時間帯は通

行止めにすることで、子どもたちの通学行止めにすることで、子どもたちの通学

の安全を確保することは可能か。の安全を確保することは可能か。

問

　　　　県道二戸軽米線の歩道整備状況を見県道二戸軽米線の歩道整備状況を見

てから対応したい。また時間帯の通行規てから対応したい。また時間帯の通行規

制に関しては会議等でも話題になるが、制に関しては会議等でも話題になるが、

現状では難しいと考えられる。現状では難しいと考えられる。

答

町道舗装修繕工事 643万円

　　町内全域にかかる町道舗装修繕工事　　町内全域にかかる町道舗装修繕工事

を実施したのか。を実施したのか。

問

　　　　町内全域の欠損部や穴ぼこ補修を損町内全域の欠損部や穴ぼこ補修を損

傷が激しく危険があるところから優先に傷が激しく危険があるところから優先に

実施した。実施した。

答

安全・安心な道路環境の確保と沿道の
生活環境の保全を図り、一般の交通に支
障を及ぼさないよう道路の維持管理に努
めた。

B&G 前の町道B&G前の町道

若者住宅の今後は

時間帯通行規制

町道の維持管理

団員確保の弊害は

予備消防団の検討へ
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次は

教
育

 　 　　　 　 　　　討論討論とと臨時会臨時会

ぎかいの視点

入学者数の確保と生涯スポーツ

　軽米高等学校教育振興会事業費補助
金などにより、保護者負担の軽減を図
ることで入学者数の確保に向けて期待
が高まっている。また小中学校は学力
向上につなげるため学習支援に取り組
んでいる。
　生涯学習は町民体育祭の中止などで
軽米町総合体育大会の在り方など、生
涯スポーツを深く考えて議論していく
必要があると考える。

学習会事業 35万円

　　中学生のサマー学習会は外部講師を　　中学生のサマー学習会は外部講師を

依頼しているのか。また小学校の夏休み依頼しているのか。また小学校の夏休み

学習会は３校を集めて１箇所で開催した学習会は３校を集めて１箇所で開催した

のか。のか。

問

　　　　中学生サマー学習会については、青中学生サマー学習会については、青

森県家庭教師協会から講師を招き実施し森県家庭教師協会から講師を招き実施し

た。小学校夏休み学習会は、各小学校にた。小学校夏休み学習会は、各小学校に

おいて実施した。おいて実施した。

答

軽米中学校　サマー学習会軽米中学校　サマー学習会

外国語指導事業 906万円

　　小学校にも英語教育が導入されてい　　小学校にも英語教育が導入されてい

るとのことだが、専門の先生方がいるのるとのことだが、専門の先生方がいるの

か。現状として英語教育はどのようにか。現状として英語教育はどのように

行っているのか。行っているのか。

問

　　　　現在小学校５・６年生は英語は教科現在小学校５・６年生は英語は教科

となっている。３・４年生は英語活動でとなっている。３・４年生は英語活動で

成績はつかない。軽米小学校では英語の成績はつかない。軽米小学校では英語の

専科の先生が福岡小学校と兼任でやって専科の先生が福岡小学校と兼任でやって

いる。小軽米小学校と晴山小学校では専いる。小軽米小学校と晴山小学校では専

科の先生が配置されていないが、町では科の先生が配置されていないが、町では

学習指導員として実績のある方が指導の学習指導員として実績のある方が指導の

補助についているため指導内容的には専補助についているため指導内容的には専

科の先生が派遣されている学校と差はな科の先生が派遣されている学校と差はな

いと考えている。いと考えている。

答

英語交流事業の様子英語交流事業の様子

軽米高等学校教育振興会事業費補助金 1,200万円

　　軽米高等学校で給食を希望している　　軽米高等学校で給食を希望している

生徒に対して、給食費の全額助成を実施生徒に対して、給食費の全額助成を実施

することにより軽米高等学校の魅力づくすることにより軽米高等学校の魅力づく

りの一貫にもつながるのではないか。りの一貫にもつながるのではないか。

問

　　　　現在給食費１食 180 円のうち１食現在給食費１食 180 円のうち１食

90 円の半額助成をしている。軽米高等90 円の半額助成をしている。軽米高等

学校の魅力づくりとして検討したい。学校の魅力づくりとして検討したい。

答

　小中学生の学力向上を図るため、長期
休業中における外部講師等を活用した学
習会を実施した。

　外国語指導助手の配置により、小中学
生の語学力（英語）の向上を図るととも
に、国際理解に向けた取り組みを行った。

　軽米高等学校への町外からの入学希望
者の増加に向けて、教育活動の充実・促
進を図るとともに、在籍生徒の保護者負
担の軽減を図るため、軽米高等学校教育
振興会が行う教育振興事業に要する経費
に対して助成した。

軽米高校給食軽米高校給食

町立図書館の運営 236万円

　　12 月１日から図書館運営を教育施　　12 月１日から図書館運営を教育施

設運営会に委託するのか。設運営会に委託するのか。

問

　　　　本年４月から教育施設運営会に委託本年４月から教育施設運営会に委託

して運営している。今後新しい施設になして運営している。今後新しい施設にな

り、図書の引っ越しや運営で問題等も出り、図書の引っ越しや運営で問題等も出

てくると考えられる。教育委員会と教育てくると考えられる。教育委員会と教育

施設運営会で連絡を密に取りながら円滑施設運営会で連絡を密に取りながら円滑

な管理を進めたい。な管理を進めたい。

答

　住民の多様な学習ニーズに応えるため
利用者のリクエストや蔵書構成に留意し
ながら、蔵書の整備や充実に努めた。

老朽化が進んでいる町立図書館老朽化が進んでいる町立図書館

英語教育の向上

小中学生の学力向上

給食費の全額助成を

教育施設運営会に委託
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次は

認
定

可
決

条例の不備を感じる条例の不備を感じる反　対 老朽化に伴い安全面を考慮老朽化に伴い安全面を考慮賛　成

館するだけでなく公民館機能も廃止とな

るため、条例の不備を強く感じる。るため、条例の不備を強く感じる。

中中
なかむらなかむら

村村　正正
まさしま さ し

志志議員議員 細細
ほ そ や ちほ そ や ち

谷地谷地 多多
たも んた も ん

門門議員議員

討
議案第３号 町立公民館の設置及び管理に関する条例の一部改正議案第３号 町立公民館の設置及び管理に関する条例の一部改正

論

　議案第３号は軽米中央　議案第３号は軽米中央

公民館と軽米公民館を廃公民館と軽米公民館を廃

止して小軽米公民館と晴止して小軽米公民館と晴

山公民館の２館にするも山公民館の２館にするも

のである。また建物を閉のである。また建物を閉
当初から 60 年以上経っており施設の安当初から 60 年以上経っており施設の安

全面を考え、慎重な検討が必要。全面を考え、慎重な検討が必要。

　老朽化した軽米中央公　老朽化した軽米中央公

民館、軽米公民館の建て民館、軽米公民館の建て

替えに併せて多目的複合替えに併せて多目的複合

施設かるまい文化交流セ施設かるまい文化交流セ

ンターを整備した。建設ンターを整備した。建設

短期保険証の発行短期保険証の発行反　対

　後期高齢者にも滞納している方に短期　後期高齢者にも滞納している方に短期

保険証、資格証明書発行ということで、保険証、資格証明書発行ということで、

病院の窓口で 10 割を払うという制度が病院の窓口で 10 割を払うという制度が

ある。収入が増えることが望めない高齢ある。収入が増えることが望めない高齢

者にとって、とても危険な制度である。者にとって、とても危険な制度である。

保険料や医療費の値上げは生活を圧迫し保険料や医療費の値上げは生活を圧迫し

て、家族への負担や受診を控えて病状悪て、家族への負担や受診を控えて病状悪

化につながる。化につながる。　江刺家　静子　議員　江刺家　静子　議員

審　査 　 　　　 　 　　　６議員の６議員の一般質問一般質問

認
定

訴訟問題の解決はいつになるか訴訟問題の解決はいつになるか反　対 事業継続への各種政策が進んだ事業継続への各種政策が進んだ賛　成

円の支出がある。12 月に開館となるが

訴訟問題の解決はいつになるのか。訴訟問題の解決はいつになるのか。

江江
え さ し かえ さ し か

刺家刺家 静静
しず こし ず こ

子子議員議員 本本
ほんだほ ん だ

田田　秀秀
しゅういちしゅういち

一一議員議員

議案第 9号 令和４年度一般会計歳入歳出決算の認定議案第 9号 令和４年度一般会計歳入歳出決算の認定

　かるまい文化交流セン　かるまい文化交流セン

ターの医療廃棄物処理にターの医療廃棄物処理に

係る岩手県ほか１名の方係る岩手県ほか１名の方

との訴訟に関する弁護士との訴訟に関する弁護士

委託料が 446 万 8,669委託料が 446 万 8,669
への支援や運輸業者等への運行支援等、への支援や運輸業者等への運行支援等、

事業継続への各種政策が進められた。事業継続への各種政策が進められた。

　かるまい交流駅（仮称）　かるまい交流駅（仮称）

整備事業、町営住宅整備整備事業、町営住宅整備

事業等の大規模事業をは事業等の大規模事業をは

じめ、農業者や事業者にじめ、農業者や事業者に

対して農業資材価格高騰対して農業資材価格高騰

認
定

生活がさらに悪化していくのでは生活がさらに悪化していくのでは反　対 国保保険者としての機能維持国保保険者としての機能維持賛　成

田田
たむらた む ら

村村　せつ　せつ議員議員

議案第 10号 令和４年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定議案第 10号 令和４年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定

　国保の７割軽減世帯が 722 世帯だっ　国保の７割軽減世帯が 722 世帯だっ

たのが 770 世帯に増えている。保険税たのが 770 世帯に増えている。保険税

を滞納し、短期保険証の対象になっていを滞納し、短期保険証の対象になってい

る世帯が８月現在で 74 世帯である。保る世帯が８月現在で 74 世帯である。保

険証を差し止められて治療にも行けず、険証を差し止められて治療にも行けず、

生活が悪化して貧困状態になる人もいる生活が悪化して貧困状態になる人もいる

のではないか。　のではないか。　江刺家　静子　議員江刺家　静子　議員

ることはなく、国保保険者としての機能ることはなく、国保保険者としての機能

を維持するために努力をしている。を維持するために努力をしている。

　岩手県国保運営方針に　岩手県国保運営方針に

基づき、一般会計からの基づき、一般会計からの

法定外繰入れに頼ること法定外繰入れに頼ること

なく、また容易に被保険なく、また容易に被保険

者に国保税の増額を強い者に国保税の増額を強い

議案第 13号 令和４年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定議案第 13号 令和４年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

補正予算補正予算 一般会計予算を 2 億 7,495 万 5千円増額

万円121
高速バスの利用促進へ

消耗品費・広告料

第３回臨時会 ７月 31 日開催

　第３回臨時会は７月 31 日に開催され、
令和５年度一般会計補正予算（第４号）や
小型動力ポンプ付積載車の購入、子育て支
援広場用備品、かるまい文化交流センター
駐車場整備工事、町道大町下新町線道路改
良舗装工事の計５件を全員賛成で可決しま
した。慎重な審議が行われました。

かるまい文化交流センター
　　　　　   駐車場整備工事

2,056万円

544万円子育て支援広場用備品

2,926万円

小型動力ポンプ付積載車 1,482万円

～ライスセンター視察研修～～ライスセンター視察研修～

　９月 11 日特別委員会終了後に二戸北部ラ９月 11 日特別委員会終了後に二戸北部ラ
イスセンター行政視察研修を実施した。令イスセンター行政視察研修を実施した。令
和４年度強い農業づくり総合支援交付金事業和４年度強い農業づくり総合支援交付金事業
を活用して令和５年８月 31 日に引き渡しとを活用して令和５年８月 31 日に引き渡しと
なった。主要設備の詳しい説明を受けて、粗なった。主要設備の詳しい説明を受けて、粗
選機や屑米タンク、籾殻庫についての質問が選機や屑米タンク、籾殻庫についての質問が
あり、有意義な研修となった。あり、有意義な研修となった。

二戸北部ライスセンター二戸北部ライスセンター
町道大町下新町線
　　　       道路改良舗装工事

　　軽米発着の高速バスがあることを知ら

ない人が多いと思うので広報活動が必要で

ある。また商品券はどのようにして引き換

えられるのか。

問

　　現段階として八盛号は、軽米・盛岡間

の運賃が片道 1,800 円で、２回の利用に

対して1,000円分の商品券をお渡しする。

軽米・東京間のシリウス号の運賃は、時季

により 7,800 円から１万円程度となって

おり、１回の利用について 2,000 円分の

商品券をお渡しする。引き換え方法は乗車

証明書等を想定している。

答

　かるまい文化交流センターのバスターミナ
ル設置に伴い高速バスの利用者に対して、利
用度に応じて商品券の支給を行う。利用促進
と併せて町内の消費喚起を行いたい。

地域おこし協力隊の募集

　　かるまい文化交流センターの開館が

12 月１日となっている。現在募集してい

る地域おこし協力隊も含めて運営を想定し

ていると思うが、現時点で応募はあるか。

問

　　現在は応募はない状況である。問い合

わせ等はあるが、応募には至っていない。

引き続きポータルサイト等を使った募集を

進めていきたい。

答

12 月 1日開館に向けて準備が進められている宇漢米館12月 1日開館に向けて準備が進められている宇漢米館
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問問遊休資産の活用は

財産管理の方向性を定めて利活用を検討したい

【
問
】　
　

町
の
主
な
遊
休

資
産
は
38
か
所
と

数
多
く
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
に
活
用
す
る
の
か
、
ま

た
は
処
分
す
る
の
か
。

【
町
長
】　
現
状
は
建
物
等

が
取
り
壊
さ
れ
て
土
地
の

み
が
残
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
、
建
物
は
あ
る
が
耐
震

性
に
問
題
の
あ
る
も
の
、

老
朽
化
が
著
し
く
使
用
に

適
さ
な
い
と
認
め
ら
れ
て

い
る
も
の
、
耐
震
性
に
問

題
は
な
い
が
活
用
に
多
く

の
費
用
負
担
が
見
込
ま
れ

て
い
る
も
の
が
あ
る
。
施

設
ご
と
の
特
性
や
課
題
等

町の遊休資産

町長町長

を
整
理
し
、
財
産
管
理
の

方
向
性
を
定
め
て
有
効
利

用
や
売
却
処
分
等
を
進
め

た
い
。

【
問
】　
　

か
る
ま
い
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー

「
宇
漢
米
館
」
が
完
成
し

12
月
か
ら
利
用
さ
れ
る

が
、
現
在
の
公
民
館
、
図

書
館
は
ど
う
す
る
の
か
。

【
町
長
】　
現
在
の
軽
米
中

央
公
民
館
と
町
立
図
書
館

に
つ
い
て
は
施
設
の
老
朽

化
が
進
み
、
今
後
改
修
費

や
維
持
管
理
費
の
増
加
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
、
子
育

て
支
援
施
設
や
バ
ス
待
合

所
等
も
加
え
た
多
目
的
複

合
施
設
と
し
て
か
る
ま
い

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
を
整

備
し
た
。
移
転
後
の
建
物

の
活
用
や
処
分
に
つ
い
て

は
施
設
の
老
朽
化
が
著
し

い
こ
と
か
ら
、
そ
の
ま
ま

残
し
た
場
合
の
維
持
管
理

経
費
や
、
安
全
対
策
に
要

す
る
経
費
も
考
慮
の
う
え

検
討
を
進
め
た
い
。

二級河川新井田川水系を流域とする世増ダム

軽米中央公民館の老朽化が進んでいる

【
問
】　
　

八
戸
平
原
土
地

改
良
区
が
解
散
す

る
意
向
で
東
北
農
政
局
、

青
森
県
、
岩
手
県
、
関
係

市
町
村
及
び
土
地
改
良
区

で
検
討
を
進
め
て
い
る
が

現
在
の
状
況
は
。

【
町
長
】　
農
政
局
主
催
の

検
討
会
で
は
今
後
の
新
た

な
施
設
計
画
、
施
設
整
備

費
、
維
持
管
理
費
に
つ
い

て
、
全
施
設
維
持
、
揚
水

ポ
ン
プ
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ

ン
グ
も
含
め
た
一
部
用
途

八
戸
平
原
土
地
改
良
区
の
現
状
は

具
体
的
に
決
ま
り
次
第
報
告
す
る

問問町
長
町
長

「八戸平原地区」で整備した施設の今後

一般質問

廃
止
、
全
施
設
廃
止
等
を

想
定
し
た
検
討
の
ほ
か
、

今
後
は
八
戸
平
原
土
地
改

良
区
に
代
わ
る
管
理
者
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い

る
。
検
討
会
は
今
後
の
施

設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意

思
統
一
を
図
る
た
め
の
も

の
で
あ
り
、
具
体
的
な
方

向
性
が
示
さ
れ
た
ら
報
告

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】　
　

八
戸
平
原
総
合

農
地
開
発
事
業
施

設
維
持
管
理
補
助
金
の
活

用
方
法
を
伺
う
。

【
町
長
】　
国
営
八
戸
平
原

土
地
改
良
事
業
に
よ
り
造

成
さ
れ
た
土
地
改
良
施
設

の
管
理
及
び
付
帯
事
業
の

推
進
を
図
る
た
め
、
軽
米

町
土
地
改
良
区
に
対
し
て

平
成
16
年
度
か
ら
補
助
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

上上
かみやまかみやま

山山　誠誠
まことまこと

　　　　　　　　　　　　

第４回定例会第４回定例会

一般質問
　６人が登壇６人が登壇

・町の遊休資産
・国営総合農地開発事業
    　　「八戸平原地区」で
 　　　　　整備した施設の今後

・職員体制と町政運営

・誘致企業
・高齢者の移動、買い物支援

江江
え さ し かえ さ し か

刺家刺家　静静
しずこし ず こ

子子
（20ページ）（20ページ）

・高齢者が安心して暮らせる
    　　　　　　　　　町づくり
・小中学校の女子トイレに
    　　生理用ナプキンの設置
・町道の舗装修繕の計画と、

    　　　　　　
今年度の施行

掲載されている質問・回答は要約されています。全文は町議会ホームページにて公開し
ておりますので、ご覧ください。

町議会ＨＰ
QRコード▼

一般質問とは一般質問とは
・定例会に限り、町政全般に関して質問できます・定例会に限り、町政全般に関して質問できます
・質問項目はあらかじめ事前の通告が必要です・質問項目はあらかじめ事前の通告が必要です
・質問者の順番は通告した順番で行われます・質問者の順番は通告した順番で行われます
・同一項目についての再質問は２回までできます・同一項目についての再質問は２回までできます
・時間の制限はありません・時間の制限はありません

・子育て支援（一時預かり保育事業）
・水害後、復興祈願として
    　　　　　植樹された桜の木

・信号機の撤去
・軽米秋まつり
・町民体育祭の検討状況

田田
たむらた む ら

村村　せつ　せつ
（17ページ）（17ページ）

中中
なかむらなかむら

村村　正正
まさしま さ し

志志
（18ページ）（18ページ）

上上
かみやまかみやま

山山　誠誠
まことまこと

（15ページ）（15ページ）

茶茶
ちゃやち ゃ や

屋屋　隆隆
たかしたかし

（16ページ）（16ページ）

細細
ほ そ や ちほ そ や ち

谷地谷地　多多
たもんた も ん

門門
（19ページ）（19ページ）
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一般質問

茶茶
ち ゃ やち ゃ や

屋屋　隆隆
たかしたかし

問問どのような職員採用を目指すか

定員適正化計画に近づくよう修正を行う

職員体制と町政運営

町長町長
田田
た む らた む ら

村村　せつ　　　　　　

問問お預かりした子どもの対応は

在園児たちと同じ活動をしている

【
問
】　
　

現
段
階
で
一
時

預
か
り
保
育
事
業

の
申
込
み
は
あ
る
の
か
。

【
町
長
】　
保
育
所
等
を
利

用
し
て
い
な
い
家
庭
に
お

い
て
突
発
的
な
事
情
等
に

よ
り
家
庭
で
の
保
育
が
困

難
に
な
っ
た
場
合
に
、
一

時
的
に
お
子
さ
ん
を
お
預

か
り
す
る
一
時
預
か
り
保

育
事
業
に
つ
い
て
は
、
７

月
下
旬
よ
り
花
の
ま
ち
軽

米
こ
ど
も
園
で
実
施
し
て

い
る
。９
月
１
日
現
在
で
、

町
内
在
住
の
２
名
の
乳
幼

【
問
】　
　

副
町
長
就
任
以

来
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
見
直
さ
れ
て
何
が

変
わ
っ
た
の
か
。

【
町
長
】　
就
任
以
来
、
半

年
ほ
ど
経
過
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
大
き
な
見
直
し

や
変
更
点
等
は
な
い
。
副

町
長
は
主
に
役
場
内
の
業

務
の
進
捗
管
理
、
調
整
役

を
担
っ
て
い
る
と
と
も

に
、
具
体
的
な
事
業
化
へ

の
検
討
も
進
め
て
い
る
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
、

現
在
の
町
政
課
題
に
適
応

し
た
組
織
へ
の
見
直
し
、

基
盤
整
備
を
含
め
た
産
業

子育て支援（一時預かり保育事業）

　せつ　　　　　　

町長町長

振
興
施
策
の
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
問
】　
　

近
年
職
員
の
中

で
若
い
方
や
再
任

用
の
方
の
中
途
退
職
が
多

い
と
思
わ
れ
る
が
、
原
因

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
今

後
の
対
応
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

【
町
長
】　
要
因
と
し
て

は
、
公
務
員
の
組
織
の
旧

態
依
然
と
し
た
体
質
が
合

わ
な
い
、
給
料
等
の
待
遇

面
で
の
不
満
、
仕
事
量
の

増
に
よ
る
一
人
ひ
と
り
の

負
担
増
、
職
場
の
人
間
関

係
、
仕
事
へ
の
達
成
感
の

欠
如
が
要
因
と
考
え
ら
れ

る
。ま
た
再
任
用
職
員
は
、

体
調
面
で
の
不
安
や
家
庭

環
境
の
状
況
も
原
因
の
一

つ
で
あ
る
。
今
後
は
業
務

の
見
直
し
を
行
い
仕
事
量

の
適
正
化
を
図
る
と
と
も

に
、
情
報
・
デ
ジ
タ
ル
技

術
活
用
に
よ
る
業
務
の
効

率
化
、
職
場
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
改
善
、

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
結
果

に
基
づ
く
職
場
環
境
の
分

析
等
に
よ
り
、
職
場
の
物

理
的
業
務
量
の
負
担
や
精

神
的
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
を

図
る
必
要
が
あ
る
。

【
問
】　
　

職
員
採
用
の
現

状
を
踏
ま
え
て
今

後
ど
の
よ
う
に
職
員
を
採

用
さ
れ
て
い
く
の
か
。

【
町
長
】　
定
員
適
正
化
計

画
の
数
値
に
で
き
る
だ
け

近
づ
け
る
よ
う
軌
道
修
正

を
行
い
、
民
間
経
験
枠
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
定

年
延
長
が
本
年
度
よ
り
開

始
さ
れ
て
定
年
退
職
は
２

年
に
１
回
ず
つ
と
な
る

が
、
定
年
退
職
者
が
な
い

年
度
に
お
い
て
も
職
員
採

用
を
実
施
し
、
職
員
の
確

保
に
努
め
た
い
。

一般質問

花のまち軽米こども園運動会の様子

児
の
家
庭
か
ら
、
延

べ
21
日
間
の
利
用
が

あ
る
。

【
問
】　
　

預
か
り
し

た
子
ど
も
は

ど
の
よ
う
な
対
応
で

ど
こ
の
保
育
室
で
過

ご
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
時
間
は
親
の
希

望
で
異
な
る
の
か
。

【
町
長
】　
お
預
か
り

し
た
お
子
さ
ん
に
つ

い
て
は
、
そ
の
年
齢

に
合
っ
た
教
室
で
、
在
園

児
た
ち
と
同
じ
活
動
を
し

な
が
ら
過
ご
し
て
い
る
。

一
時
預
か
り
保
育
は
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
の
間
で
保
護

者
の
希
望
す
る
時
間
帯
で

お
預
か
り
を
す
る
。
子
育

て
支
援
に
お
い
て
全
国
の

ト
ッ
プ
に
立
つ
と
い
う
大

き
な
目
標
に
向
か
っ
て
子

ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育

て
ら
れ
る
町
づ
く
り
の
た

め
取
り
組
ん
で
い
る
。 役場庁舎２階の副町長室

雪谷川河川敷

【
問
】　
　

向
川
原
か
ら
横

井
内
の
河
川
敷
の

桜
は
、
枝
や
葉
が
生
い
茂

り
道
路
に
は
み
出
て
い
る

所
も
あ
る
。
今
後
の
環
境

対
策
は
ど
の
よ
う
に
検
討

し
て
い
る
か
伺
う
。

【
町
長
】　
河
川
敷
の
桜

は
「
て
ん
ぐ
巣
病
」
が
目

立
つ
よ
う
に
な
り
、
一
部

の
桜
の
枝
や
葉
が
道
路
に

は
み
出
し
て
い
る
こ
と
も

確
認
し
て
お
り
、
歩
行
者

や
自
動
車
の
通
行
へ
の
支

河
川
敷
の
桜
の
環
境
対
策
は

枝
の
剪
定
と
除
去
作
業
を
実
施

問問町
長
町
長

水害の後、復興祈願として植樹された桜の木

障
と
な
ら
な
い
対
策
が
必

要
で
あ
る
。
本
年
度
の
作

業
は
、
町
道
の
通
行
に
支

障
の
あ
る
主
な
区
間
を
対

象
に
枝
の
剪
定
と
あ
わ
せ

「
て
ん
ぐ
巣
病
」
に
感
染

し
た
枝
の
除
去
作
業
を
実

施
す
る
。
一
般
的
に
葉
が

落
ち
た
後
に
行
う
こ
と
が

樹
木
へ
の
影
響
が
少
な
い

と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
専

門
知
識
を
有
す
る
業
者
の

意
見
を
取
り
入
れ
て
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

令和５年４月１日現在　職員合計 118 名
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一般質問 一般質問

問問信号機撤去に反対する考えは

関係機関と連携し要望活動に取り組む

信号機の撤去に反対を

町長町長

【
問
】　
　

町
内
２
か
所
の

信
号
機
を
撤
去
す

る
と
い
う
。
町
長
は
反
対

す
る
考
え
は
な
い
か
。

【
町
長
】　
軽
米
イ
ン

タ
ー
、
徳
楽
寺
前
の
信
号

機
の
撤
去
に
は
強
い
危
惧

が
あ
る
。
当
該
道
路
は
通

学
路
で
あ
り
、
児
童
生
徒

の
安
全
確
保
へ
の
懸
念
も

あ
り
、
７
月
に
信
号
機
存

続
を
求
め
る
意
見
書
を
提

出
し
た
。交
通
事
故
抑
止
、

町
民
の
不
安
解
消
の
た

め
、関
係
機
関
と
連
携
し
、

要
望
活
動
等
交
通
安
全
対

策
に
取
り
組
み
た
い
。

軽米秋まつりの盛り上がりを町民体育祭は今年も中止
【
問
】　
　

昨
年
ま
で
と
の

秋
ま
つ
り
の
催
し

内
容
の
違
い
を
伺
う
。

【
町
長
】　
昨
年
休
止
の
駒

踊
り
が
踊
り
手
の
確
保
に

努
め
復
活
。
前
夜
祭
は
見

合
わ
せ
、
山
車
運
行
前
後

に
か
る
ま
い
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
で
、
30
分
程
の
山

車
団
の
共
演
を
行
う
。

【
問
】　
　

開
催
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
検
討

会
議
が
開
催
さ
れ
た
か
。

ま
た
先
進
事
例
の
状
況
は

ど
う
か
伺
う
。

【
教
育
長
】　
８
月
に
町
民

体
育
祭
検
討
会
議
を
開
催

【
問
】　
　

秋
ま
つ
り
は
町

最
大
イ
ベ
ン
ト
。

町
全
体
の
盛
り
上
が
り
ど

こ
ろ
か
、縮
小
傾
向
で
は
。

【
町
長
】　

山
車
運
行
、
交

通
規
制
区
間
等
の
要
望
が

あ
り
、
参
加
団
体
と
情
報

共
有
し
、
来
年
度
以
降
は

創
意
工
夫
し
、
盛
大
な
開

催
に
努
め
て
い
く
。

し
て
、
地
区
の
代
表
者
と

協
議
し
た
と
こ
ろ
、
参
加

者
不
足
や
地
域
住
民
の
高

齢
化
、
世
代
の
偏
り
、
地

域
の
希
薄
化
な
ど
の
課
題

が
多
く
中
止
と
な
っ
た
。

町
民
体
育
祭
は
長
い
歴
史

最
大
イ
ベ
ン
ト
が
縮
小
傾
向
で
は

開
催
に
向
け
て
の
検
討
会
議
の
状
況
は

情
報
共
有
し
創
意
工
夫
し
盛
大
な
開
催
に

調
査
研
究
し
関
係
者
等
で
方
向
性
を
決
め
た
い

調
査
研
究
し
関
係
者
等
で
方
向
性
を
決
め
た
い

問問問問 町
長
町
長

教
育
長

教
育
長

中中
なかむらなかむら

村村　正正
ま さ しま さ し

志志　　　　　　　　　　　　

問問地域にもたらす経済効果は

雇用の創出による活性化

【
問
】　
　

小
軽
米
地
区
に

誘
致
計
画
が
あ
る

野
菜
生
産
団
地
、
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
事
業
に
つ
い

て
、
事
業
内
容
を
伺
う
。

【
町
長
】　
宮
城
県
に
お
い

て
次
世
代
型
大
規
模
園
芸

施
設
を
運
営
す
る
農
業
法

人
が
本
町
小
軽
米
地
区
に

約
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
の

ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
施
設
を
整

備
し
て
、
Ｉ
Ｏ
Ｔ
技
術
を

活
用
し
た
環
境
制
御
型
の

水
耕
栽
培
に
よ
る
パ
プ
リ

カ
、
イ
チ
ゴ
の
周
年
栽
培

を
計
画
し
て
い
る
。
首
都

圏
で
蓄
電
池
の
製
造
な
ど

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
を
展
開
す
る
企
業
が
本

町
小
軽
米
地
区
に
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
の
整

備
を
計
画
し
て
い
る
。
敷

地
面
積
約
１
．
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
貯
木
場
、
チ
ッ

プ
製
造
施
設
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
施
設
を
整

備
し
て
発
電
を
行
う
も

の
で
、
発
電
規
模
は
１
．

９
６
メ
ガ
ワ
ッ
ト
、
固
定

価
格
買
い
取
り
制
度
で
電

力
会
社
に
売
電
す
る
。

【
問
】　
　

誘
致
実
現
可
能

と
な
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
に
も
た
ら
す
経

済
効
果
や
地
域
の
活
性
化

に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】　
企
業
が
立
地
す

る
こ
と
に
よ
り
人
口
流
出

へ
の
歯
止
め
や
、
町
外
か

ら
の
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー

ン
も
期
待
で
き
る
。
ま
た

新
た
な
雇
用
の
場
の
創
出

に
よ
り
地
域
で
暮
ら
す
人

が
増
加
し
て
、
衣
食
住
関

連
企
業
の
進
出
、
新
た
な

施
設
の
設
置
に
よ
る
地
域

経
済
全
体
が
活
性
化
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。

誘致企業

町長町長

軽米インター前信号機

細細
ほ そ や ちほ そ や ち

谷地谷地 多多
た も んた も ん

門門

が
あ
り
、
継
続
実
施
を
希

望
す
る
強
い
声
が
あ
っ
た

た
め
、
他
市
町
村
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
し
て
、
地
区
代
表
者
や

関
係
者
と
慎
重
に
検
討
し

て
方
向
性
を
決
め
た
い
。 駒踊りの様子町民バス

【
問
】　
　

日
常

生
活
の

移
動
手
段
、
買

い
物
等
の
支
援

策
を
伺
う
。

【
町
長
】　
各
地

域
か
ら
町
中
心

部
へ
町
民
バ
ス

を
週
２
回
運
行

し
て
い
る
ほ

か
、
廃
止
路
線

代
替
バ
ス
と
し 買

い
物
等
の
支
援
策
は

交
通
網
の
整
備
に
努
め
て
い
る

問問町
長
町
長

高齢者の移動、買い物支援
木質チップ

て
、
笹
渡
・
米
田
方
面
に

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

運
行
す
る
な
ど
の
交
通
空

白
地
域
の
カ
バ
ー
に
努
め

て
い
る
。

【
問
】　
　

町
内
全
域
に
整

備
し
た
光
フ
ァ
イ

バ
ー
通
信
網
の
効
果
実
績

を
伺
う
。

【
町
長
】　

地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
の
テ
レ
ビ
難
視
聴
の

解
消
が
図
ら
れ
た
ほ
か
、

か
る
ま
い
テ
レ
ビ
や
告
知

放
送
端
末
に
よ
り
、
町
か

ら
の
情
報
発
信
の
強
化
が

図
ら
れ
た
。
ま
た
か
る
ま

い
テ
レ
ビ
の
番
組
と
し

て
、
介
護
予
防
を
目
的
と

し
た
体
操
、
お
口
の
健
康

体
操
な
ど
を
放
映
し
、
町

民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り

に
役
立
っ
て
い
る
。
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江江
え さ し かえ さ し か

刺家刺家 静静
し ず こし ず こ

子子

一般質問一般質問 　   　  　　　　    町政調査会の活動報告町政調査会の活動報告

≪９月定例会≫採決結果を紹介
番号等 案件内容

本会議の
採決結果

同意案①
固定資産評価審査委員会の委員の選任に関し同意を求めることについて
〔大村　光憲氏＝下円子下組、任期：令和５年９月６日から令和８年９月５日〕 同　意同　意

（全員賛成）（全員賛成）
同意案②

教育委員会の委員の任命に関し同意を求めることについて
〔紫葉　守氏＝下野場、任期：令和５年 10 月１日から令和９年９月 30 日〕

諮問①
人権擁護委員の推薦に関し意見を求めることについて
〔笹山　結実男氏＝新井田〕

適　任適　任

（全員賛成）（全員賛成）

報告①
専決処分事項の報告について
〔公用車（ゴミ収集業務）による物損事故の損害賠償〕 ——

議案①
軽米町公共施設等総合管理基金条例
〔公共施設の維持管理等に必要な経費に充てるため、基金を設置するもの〕 可　決可　決

（全員賛成）（全員賛成）
議案②

軽米町立図書館設置条例の一部を改正する条例
〔軽米町立図書館の移転に伴い所要の改正をするもの〕

議案③
軽米町立公民館の設置及び管理に関する条例の一部改正
〔軽米中央公民館及び軽米公民館の廃止に伴い所要の改正をするもの〕

可　決可　決

（賛成多数）（賛成多数）

議案④
軽米町立青少年ホームの設置及び管理に関する条例を廃止する条例
〔軽米町立青少年ホームを廃止するもの〕

可　決可　決
（全員賛成）（全員賛成）

議案⑤ 軽米町生涯学習センター設置条例の一部改正
〔軽米町生涯学習センターの移転に伴い所要の改正をするもの〕

議案⑥
軽米町下水道事業の設置等に関する条例
〔軽米町公共下水道事業に地方公営企業法の財務規定等を適用するため条例を
制定するもの〕

議案⑦
軽米町公共下水道区域外流入条例
〔軽米町公共下水道の区域外からの汚水の流入を認めるため条例を制定するも
の〕

議案⑧
軽米町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
〔地方自治法の改正に伴い、所要の改正をするもの〕

議案⑨
令和４年度軽米町一般会計歳入歳出決算の認定
〔歳出決算総額 79 億 4179 万 1千円〕 認　定認　定

（賛成多数）（賛成多数）
議案⑩

令和４年度軽米町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
〔歳出決算総額 10 億 7018 万 9千円〕

議案⑪
令和４年度軽米町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定
〔歳出決算総額 1億 455 万 3千円〕 認　定認　定

（全員賛成）（全員賛成）
議案⑫

令和４年度軽米町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定
〔歳出決算総額 2395 万円〕

議案⑬
令和４年度軽米町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
〔歳出決算総額 1億 1094 万 2千円〕

認　定認　定

（賛成多数）（賛成多数）

議案⑭ 令和４年度軽米町水道事業会計決算の認定 認　定認　定

（全員賛成）（全員賛成）

議案⑮
令和５年度軽米町一般会計補正予算（第５号）
〔2億 7495 万 5千円を増額し、総額 74 億 4456 万 1千円〕

可　決可　決

（全員賛成）（全員賛成）

請願陳情②
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げをはかるための、
2024 年度政府予算に係る意見書の提出を求める請願について

採　択採　択

（全員賛成）（全員賛成）

発議案①
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書
〔請願陳情②に関連し、政府関係機関に意見書を提出するもの〕

可　決可　決

（全員賛成）（全員賛成）

問問福祉タクシー 80歳以上世帯に

町民からの要望を伺い検討する

高齢者が安心して暮らせる町づくり

町長町長

【
問
】　
　

80
歳
以
上
の
高

齢
者
世
帯
も
福
祉

タ
ク
シ
ー
の
対
象
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】　
令
和
４
年
度
の

交
付
状
況
は
障
が
い
の
あ

る
方
が
42
名
、
一
人
暮
ら

し
の
80
歳
以
上
の
方
が

１
３
７
名
で
あ
る
。
ま
た

助
成
単
価
は
初
乗
り
料
金

に
１
メ
ー
タ
ー
分
を
上
乗

せ
し
た
額
で
、
他
市
町
村

よ
り
手
厚
い
制
度
と
な
っ

て
い
る
。
町
民
か
ら
の
要

望
を
伺
い
な
が
ら
80
歳
以

上
の
高
齢
者
世
帯
も
対
象

に
す
る
か
検
討
し
た
い
。

学校に生理用ナプキンの設置
【
問
】　
　

小
中
学
校
の
女

子
ト
イ
レ
に
生
理

用
ナ
プ
キ
ン
を
置
く
こ
と

に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】　
ト
イ
レ
で
手
に

取
る
よ
り
、
児
童
生
徒
の

相
談
に
応
じ
て
健
康
状
態

を
把
握
し
な
が
ら
提
供
す

る
こ
と
が
衛
生
面
と
健
康

管
理
に
お
い
て
有
効
だ
と

考
え
て
い
る
。

【
問
】　
　

防
災
用
品
に
生

理
用
品
を
備
え
る

こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

小
中
学
校
に
生
理
用
品
の
設
置
を

生
徒
の
健
康
状
態
を
把
握
し
て
提
供

問問問問問町
長
町
長
町
長
町
長
町
長

令和５年度に配布している福祉タクシー券

【
町
長
】　
避
難
所
生
活
の

質
の
向
上
を
図
る
た
め
、

必
要
な
物
資
の
調
達
に
つ

い
て
薬
局
店
等
と
あ
ら
か

じ
め
「
物
資
供
給
協
定
」

を
締
結
す
る
こ
と
を
検
討

し
た
い
。

町道の舗装修繕の計画と、今年度の施行
【
問
】　
　

上
新
町
・
大
町

交
差
点
か
ら
徳
楽

寺
ま
で
の
道
路
は
歩
道
を

表
示
す
る
白
線
が
消
え
、

舗
装
も
側
溝
の
蓋
も
補
修

が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】　
サ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
復
旧
は
摩
耗
状
況
の
激

し
い
路
線
な
ど
を
優
先
し

て
計
画
的
に
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
摩
耗
の
著
し
い

側
溝
の
蓋
及
び
局
部
的
な

路
面
の
損
傷
・
わ
だ
ち
掘

れ
等
は
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

で
現
場
確
認
を
実
施
し
て

か
ら
蓋
の
交
換
及
び
路
面

補
修
を
行
っ
て
お
り
、
下

水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
や
水

道
仕
切
弁
廻
り
に
つ
い
て

も
補
修
を
行
っ
て
い
る
。

町
道
の
舗
装
修
繕
が
必
要
で
は

現
場
確
認
の
う
え
、
路
面
補
修
を
実
施

問問町
長
町
長

損傷している側溝の蓋

次は
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町政調査会の活動報告

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
流
行
し
て
か
ら
昨

ス
が
流
行
し
て
か
ら
昨

年
度
に
引
き
続
い
て
、

年
度
に
引
き
続
い
て
、

初
め
て
の
２
年
連
続
の

初
め
て
の
２
年
連
続
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
軽
米
町
町
政
調

今
年
も
軽
米
町
町
政
調

査
会
は
、
軽
米
秋
ま
つ

査
会
は
、
軽
米
秋
ま
つ

り
中
日
の
９
月

り
中
日
の
９
月
1717
日
に
日
に

開
催
さ
れ
た
軽
米
音
頭

開
催
さ
れ
た
軽
米
音
頭

流
し
踊
り
に
参
加
し
ま

流
し
踊
り
に
参
加
し
ま

し
た
。
９
名
の
議
員
が

し
た
。
９
名
の
議
員
が

浴
衣
姿
で
役
場
職
員
と

浴
衣
姿
で
役
場
職
員
と

と
も
に
踊
り
ま
し
た
。

と
も
に
踊
り
ま
し
た
。

９月 17日の流し踊りに議員９人が参加

今年で 10年連続
　軽米病院　軽米病院環境整備活動環境整備活動

　

軽
米
町
町
政
調
査
会
（
大

　

軽
米
町
町
政
調
査
会
（
大

村
税
会
長
）は
７
月

村
税
会
長
）は
７
月
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議員９人のほか、シルバー人材センター等
から多数の参加をしていただきました

　講師３名による「広報担当者が知っておきたい法律知識」、「な
るほどそうか…知ってよかった！読者を夢中にさせる広報紙づ
くり基礎の基礎！」、「パッと伝わる広報紙に！やってはいけな
いデザイン講座」をテーマとした講義が行われました。情報発
信する側の思いを具体的でわかりやすく、町民に伝わる広報紙
作りの知識や基礎について学びました。

全国町村議会広報研修会
　□９月 27日 ( 水 )
　□東京都　日経ホール

議会報編集常任委員会の活動報告

　　　　読みたいと手にとって
もらえる広報とは、うなずくよ
うな見出しが大切です。そして、
読み手は住民です。住民目線で
の見出しで住民誰もが読みやす
い広報を目指して頑張ります。
〔委員長　田村 せつ〕

見出しの大切さ見出しの大切さ

　　　　読者ニーズを捉え、心
地よい住民目線で、企画力、編
集力、デザイン力を磨き、読ん
でもらえるためにも、ハートに
刺さり、印象に残るためにも、
愛情ある見出しづくりを心がけ
たい。〔委員　中村 正志〕

愛情ある見出しに愛情ある見出しに
　　　　企画力・編集力・デザ
イン力の３つの基本を磨くこと
が重要になってきます。住民
ニーズをしっかり捉え、心地よ
い住民目線を意識した閲覧しや
すい広報紙を目指したいです。
〔委員　甲斐 鉦康〕

デザインで企画が変わるデザインで企画が変わる

　　　　研修会で弁護士の先生
が講演したのは初めて。著作権、
プライバシー権、写真、イラス
ト、新聞等の利用に関しての注
意点について初めての経験で知
らなかったこともあり勉強にな
りました。〔委員　茶屋 隆〕

広報で重要な法律知識広報で重要な法律知識

　　　　今回の全国町村議会広
報研修会全体の講義を通して、
情報発信する側の思いや関係を
具体的でわかりやすい形容で印
象深く伝えることが必要なこと
だと感じました。
〔委員　田中 祐典〕

町村議会広報研修会町村議会広報研修会

日経ホール前
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　　　　議会のことに、住民が
関心を持てるきっかけになるよ
うな議会広報紙を目指すため
に、見やすく解りやすい議会広
報紙の編集を心がけていきたい
です。
〔副委員長　上山 誠〕

解りやすい広報紙解りやすい広報紙

音更町議会行政視察研修　集合写真

かるまい文化交流センター視察 ミレットパークソーラー館視察 研修会歓迎のあいさつ
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